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フランス革命を描くためでさえ，或いはそれだからこそロンドンを必要
としたとは~、かにもディケンズらしいが，ロンドンとパリの三都市を舞
台にした小説を書こうとした時，作者はどのような手段によって，視点の
自然な移動を可能にしたのだろうか。まず，この小説を歴史小説とみなす
ことには異論もあるのだが 時間を超越した歴史的視点は自ずから空間的
にも宇宙を包む広大な視点になったとは言える。人間の悲喜劇が繰り広げ
られる地球も宇宙の一点でしかなければ，二都市の距離は無に等しい。続
いて，この小説に与えられた週刊誌連載の形式も目まぐるしい場面の展開
に好都合であったc それは当時の月刊分冊に慣れた読者に，フランス革命
の激動を肌で感じさせる新鮮なスピード感を与え，場面の急転を容易にし
ただろう。さらに作者は，銀行動めの同時代人的な Lorη 氏を narrator
に近い位置に設定し， narratorと登場人物，又，彼らと読者の橋渡しを
円滑に行わせている。銀行からの委託以上に，物語から視点の上で大きな
任務を託されているこの身近かな銀行員は，読者をドーパー海峡横断の道
連れにする。 通算すると四十五章からなるこの物語の中で彼一人が過半数
の章に登場し，彼を一種のヒーローとみなす考えが成立するのももっとも
である。
三巻からなるこの作品は Lorry氏が，バスチーユ監獄から救出されて
間もないかつての顧客 Dr.Manetteを迎えに行くドーパー街道に始まり
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その任務を果した後の帰路て、結ばれる第一巻(六章)，亡命貴族 Darnay
の帰国を発端にして Lorry氏が彼や Lucie一行を再びイギリスへ連れ
帰って幕を閉じる第三巻(十五章)が，中心の第二巻(三十四章)を両脇
からパランス良く支える構成になっている。このような，第一巻，第三巻
に見られる実際の旅を利用した視点の移動は Lorry氏や Darnayの設
定から考えて，それほど困難なものではなかっただろう O 一方， I旅のな
L 、」第二巻において，ロンドンでの Manette父娘の平和な家庭生活を描
きながら，革命前後のパリの不穏な雰囲気を持続させることは様々な技巧
を必要とした。両都市で繰り返し!照らし合わされる親殺しのテーマ，ソ}
ホーの住居に取りついた木霊が響かせるフランス民衆の足音のモチーフな
どはこの困難を克服する最も有効な手段と言えるだろう。さて本論では二
都市を結ぶもう一つの手段として， Tellson銀行の遣い走り JerryCrun-
cher親子によるパロディの効果を取り上げたい。彼らが，単に，ユーモ
アに欠けるこの暗い作品における唯一の， しかも不十分な例外ではなく，
親殺しのテーマにも深く関わっていることは A.Hutterの指摘通りであ
る。しかし，彼らはそれ以外にも重要な役を演じているのではないだろう
か。 二都市を実際に結ぶものが道なら，フリート街の道端に椅子を置い
て，終日，人馬の流れを観察している親子が，その「道」との関連から他
の路上のドラマを反復したとしても不思議ではない。 Jerryと相対的な位
置にあるフランスの貧民が道路人夫であること自体，そのことの裏付けに
なるのではないだろうか。では Cruncher親子がフリート街に居ながら
にしてロンドンとパリを結びつけ，作品構成に貢献しているとはどのよう
な場面においてであろうか。以下，その代表的なものとして第二巻十四章
に起こる葬送馬車乗っ取り事件を取り上げ，この章について具体的な検討
を加えたL、。
まず，第二巻十四章は構成上， どのような位置にあるだろうか。この章
は第二巻のクライマックスである Darnay，Stηrver， Cartonの三者三様の
Lucieへの求愛というロンドンの愛の物語の直後に置かれている。又，全
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体的に見ると，山場に当るフランスでの Gaspard処刑の直前に当る。前
後関係としては，フランスでのエブレモンド侯爵殺害(二巻，八，九章)
一一一ロンドンでの求愛(同，十~十三章)と Gaspard処刑(三巻，十五，
六章)一一Lucieの結婚(同，十七章)の聞に挟まれ，交錯する，フラン
スにおける革命発端の残虐行為とイギリスでの恋愛物語の中間で，一見異
質な存在となっている。次に Cruncherの側から言えば，比較的コンスタ
ントに登場する冒頭及び結末部分を除くと これは第二巻七章から第三巻
六章までの二十三章のうちで唯一度与えられた登場の機会なのであるC さ
らに，主役を演じる唯一の場と言っても良い。このように重大な局面で印
象的に置かれた Cruncher親子のエピソードは何を物語っているのだろう
カミ。
第十四章は大きく昼間の「乗っ取り」と深夜の墓暴きに三分される。ま
ず英仏をつなぐ親殺しのテーマの確認の意味から，後者を先に取り上げる
ことにしよう O ここでは Jerryの息子 YoungJerryの意識に焦点が当て
られている。ある晩， Jerryは妻子が眠りについたのを見届けて，その日，
自ら埋葬を見届けた棺を掘り出すために仲間二人と誘い合って「釣りJ
(‘fishing' (p. 151))に出かけるO しかし日頃から彼の行動を不審に思って
いる息子は，こっそりベッドを抜け出して後を追う。深夜の父親の行動を
盗み見るという点で彼は一種の親殺しの罪を犯していると言える。彼の想
像力が未知なるものへの好奇心，恐怖に取りつかれ始めると，墓石は「白
衣の幽霊J(‘ghosts in white' (p. 154))，尖塔は「怪物じみた巨人の幽霊」
(‘the ghost of a monstrous giant')に姿を変える。さて，親殺し未遂のこ
の子供の想像力が捕えた墓石，尖塔のイメージは，求愛の章を挟んで糊る，
侯爵殺しを目論み彼の馬車の車輪にしがみついた Gaspardの姿を初併さ
せる。その時彼は「土挨にまみれて，幽霊のように白く，幽霊のように高
かったJ(‘All covered with dust， white as a spectre， tal as a spectre' 
(p. 109))と伝えられていたからだ。領主殺しも親殺しの一種とみなせば，
この同罪を犯しつつある両者に共通したイメージの仮定を，犯行後の両者
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にも共通するイメージによって確証したい。 YoungJerryは恐怖の余り，
一端は逃げ出すが，棺を釣り上げる父親の「竿Jの魅力が彼を「釣り戻す」。
しかし，終に，棺が「水面」に現われた時，彼は一目敢に駆け始めるO と
ころが不幸にも直前に垣間見た棺が直立して彼を追い駆け「幽霊じみた競
走J(‘a spectral sort of race')の始まりとなる。親殺しの犯人を追って来
るのは「尾と腕のない水腫症の凧J(‘a dropsical boy's-Kite without tail 
and wings')のようで「笑っているようにJ(‘as if it were laughing')肩を
諌めている O これは犯行一年後に，侯爵殺しの廉で牢へ引き立てられる
Gaspardの姿を予示していないだろうか。「幽霊のように高かった」この
男の両腕は，この時「縛られてJ(‘with his arms bound' (p. 160) いるた
めに「腫れてJ(‘swelled' (p. 161) いる。彼と彼を追い立てる兵士の一行
は「狂人の徒競走のようなJ(‘like madmen running a race')勢いで坂を
下り，その影は「巨人の影のようにJ(‘like the shadows of giants')山肌
に伸びていた。その後，小高い丘の上の牢に入れられた彼の顔は，きつい
猿轡のせいで「ほとんど笑っているようにJ('almost as if he laughed' 
(p. 163))見えたと言われる O もちろん彼は「親殺しJ(‘a parricide' (p. 
162))の罪で処刑される運命にある。 YoungJerryの親殺しの罪の意識
は，異国で同様の罪を犯した人間そっくりな棺の幻となって予兆的に現わ
れていた。作家の側から言えば，彼は六章前の犯行直前の Gaspardの姿
をYoungJerryの恐怖心に墓石のイメージとして引き受けさせ，さらに，
次章の死刑確定後の Gaspardの姿を，言わば「犯行後」の YoungJerry 
を追う棺のイメージとして予示させているのである。
ここで見方を変えて， Young Jerryを Gaspard自身でなく，彼の様子
を身振りを交えて物語る道路人夫の方に近付けることも可能である。彼も
また領主に対する「子供」であり， I大してお目にかかったものもなかっ
たJ('he had not seen much in his life' (p. 160) という「寂しい道」で費
やされた人生て、あれば，路上で Gaspardを目撃したことは innocence
において， Y oung J erryの「初体験J('being new to the sight' (p. 154) 
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に通じるところがあるからだ。それ故，彼を含めた村人が牢につながれた
Gaspardを「盗み見る」行為が YoungJerryの視線に似て来るのであるc
Jerryの息子の罪の意識は Gaspardを連想させるアニミズムとなって表
出したが，その場における反応は Gaspardに対する道路人夫に適応され
る。もとより Gaspardの姿は全て，彼を見た道路人夫の想像力が描いた
ものであることは彼が多用する‘like'，‘asif'に顕著に現れている。道路
人夫の目に，連行される Gaspardが既に「死人のようにJ(‘like a dead 
man' (p. 161)映っていたように， Y oung J erryもその中に‘adead man' 
を想定したからこそ，棺が走り出したに違いない。道路人夫が愚カ通れたよ
うに Gaspardを演じ終え， Y oung J erryがベッドまで棺に追い詰められ
た後，共に「深い眠りに落ちる」ことは，潜在的親殺しの悪夢からの開放
を象徴的に物語っている。さらに付言するなら，棺一一Gaspardのイメー
ジは， La Force牢獄の中で，もう一人の潜在的親殺し Darnayをも苦し
めることになる。彼は看守の「腫れた顔J(‘a bloated face' (p.241) を見
て， I溺死体のようだJ(‘look like a man who had been drowned' (p. 
24) と感じるのだが，あの水腫症の凧のような棺はもちろん，水中から
「釣り」上げられたものであったし，転げ落ちるように坂を下りて行った
Gaspardは道路人夫の目に Ijlに飛び込むJ(‘plunges into the river' (p. 
110)) ように映ったのではなかったか。この親殺しに共通するイメージに
よって，作者は英仏の上，下層階級を縦横に結び合わせ，絶えず互いに喚
起し合わせているのだ。
以上， Young Jerryを追う棺のイメージを取り上げたのは，親殺しの
テーマ自体を論ずるためではなく，作者が侯爵殺害を求愛の章のギャッフ。
を乗り越えて Gaspard処刑へつなぐ上で，このテーマをし、かに暗黙のう
ちに反復的に利用しているかを指摘するためであった。同様の方策はこれ
に先立つ父親 Jerryの昼間の奇行のエピソードにも見出すことが可能だO
L 、や，それどころか，このエピソードは特定のイメージではなく，行為そ
のものがより内密に大きなテーマと関わっている点で一層グロテスクであ
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る。それが時間的な順序に反して論じることになった理由でもあった。で
は， ここで， Jerryが運んでいる例の棺の中身は実は「舗装用の石J(‘pav-
ing-stone')であり，侯爵の死も「石化J(‘petrifaction')のメタファで描
かれていたことを念頭に置きつつ，この葬送の壮観をながめることにしよ
う。ここでは‘driving'とL、う行為が章の展開の軸として捕えられている。
いつものように椅子に腰を下ろし，通りをながめている Jerryの前を，
この日，葬式馬車の列が通りかかった。それは，従来の，片や太陽と共に
西に向かい，片や反対に東に向かうが，共に人知の及ばぬ地へ赴く「二つ
の巨大な行列J(‘two immense processions' (p.147))に組み込まれたもう
一つの「行列J(‘procession' (p. 150) であるばかりか，死に向かう人生の
流れの中で，文字通り人間の行き着く先を示す紛れもない縮図となってい
る。ところが厳粛であるはずのこの一行に，人々の罵声が飛び交っている。
聞けば棺の中には Clyという悪名高いスパイが眠っているらしL、。たっ
Tこ一一人の参列者まで逃げ出してしまうと，人々は霊枢車と葬式馬車を乗っ
取り，一転して見世物行列の賑わいとなるc もちろん Jerryもその一員
に加わるが，彼は Tellson銀行に見つからないように罵車の屋上の一番
奥に身を潜めることを忘れていなL、。行く先々で人や物資を徴発するこの
一行が目的地に着くのは容易な事ではないが，人生の真理を突くかのよう
に， Iやがて確実に」墓地に到着，埋葬の運びとなる O さて，この煙突掃
除夫とパイ売り商人に御車席を奪われ，できる限りの市民を乗せた二台の
馬車ほど「墓場までゆっくり駆ける」馬車があるだろうか。即ち，結論か
ら先に言うと，これは Gaspardが侯爵殺害時に残した‘Drivehim fast to 
his tomb' (p. 122)という呪いを完全に逆の形で蘇らせたものではないか，
ということである。このパロディはあの事件との時間，空間，気分の隔た
りを一気に克服しているのではないだろうか。 侯爵殺害の章と一年後の
甥， Darnayの愛の告白の章とは彼を中心に自然に展開していた。しかし，
その後， St可ver，Cartonの告白の数章を経て Gaspard処刑jに移る時，作
者にはこのロンドンの路上での言わば‘driveCClyJ slowly to his tomb' 
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が必要だった。このエピソードの重要性は，これが結末部分で Cartonが
Jerryを通して，この時の参列者 Barsadを龍絡する切り札となる点にだ
けあるのではないだろう。作者は読者の無意識の世界にあの呪いの焼き直
しを逆の形で繰り広げて見せているのだ。棺の中には「石化」した侯爵と
同じ「石」まで用意した上て‘。
ここで改めて‘Drivehim fast to his tomb'という呪いの意味を再検討
する必要があるだろう。 ‘drive'という語には微妙なニュアンスがあり，
「馬車を駆る，馬車で送る」以外に，広義に「追う，駆り立てる」という
意味があり，例えば「早々に墓場へ送れ」とL、う中野好夫の訳は「早々」
から判断しでも，恐らく後者の立場を取っている。しかし，それでは
Jerryの‘driving'のパロディの味が弱められてしまうことになる O そこ
で Gaspardの用いた‘drive'を Jerryと同じ「馬車で送る」と解釈する
二つの理由付けを試みたL、。まず指摘したいのは，これを書き残した
Gaspardの恨みは疾走する侯爵の馬車に子供を際き殺されたことにあっ
たということである。市井の人々が貴族の‘harddriving' (p. 103)の犠牲
になることは日常茶飯事であったらしいが，その日も侯爵は彼らを蹴散ら
すように馬車を走らせていた。その馬車に子供の命を奪われた Gaspard
の呪いは馬車に向けられて然るべきだ。あのメモは「それほど速く走らせ
たし、なら，墓場にまでも速く送り届けろ」と言ってし、たので、はないだろう
か。彼が侯爵の馬車の車輪に身を潜め(この点でも屋上席に身を隠した
Jerryは抜かりなくパロディを演じているが)殺害現場近くまで行った時，
彼は文字通り馬車に「取りついて」いるのだ。侯爵の馬車は子供の死体を
残して出発した時から， Gaspardと彼の恨みを乗せて走り出した。それ
が既に「墓場への疾走」であったことは，車上で、彼が全身に浴び
夕陽によつて示されているだろう O
第二の点は侯爵にはもう一人「馬車の疾走」に関して恨みを抱いている
人聞がし、たということである。言い方を換えれば，彼の「墓場への疾走」
は Gaspardの子供を機く以前に既に始まっていたということである。恨
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んでいる人間とは Dr.Manetteのことであり， I発掘」された彼の手記が
そのことを明らかにする。そこにはこの医師が，二十数年前，他でもない
エブレモンド侯爵兄弟によってパスチーユへ送り込まれた経緯が記されて
いた。彼は1757年の暮れも押し迫ったある夜， I疾走するJ(‘driven ve可
fast' (p. 303))馬車で連れ去られ，貴族の館で三人の瀕死の農民を看取るよ
う命ぜられる。一人は Manette同様， I馬車で桂致されJ，暴行された挙
句，半狂乱で死んでゆく百姓娘。もう一人は姉のために侯爵に挑みかかり，
逆に「胸に致命的な剣の一撃」を受けたその弟である。彼らの死を見届け
た Manetteは一端は帰宅を許されるが，密告を恐れる兄弟に再び位致さ
れ，パスチーユへ送られる。その時の様子を彼は次のように記していた。
「馬車は私をここへ，墓場へ連れて来たc 一一私はここへ，生きながらの
墓場へ連れて来られた。J(‘It CA CoachJ brought me here， itbrought 
me to my grave. ...1 was brought here， 1 was brought to my living 
grave.' (p.315))確かに彼は馬車で墓場へ送られた人間である。そしてそ
のドラマの発端には「疾走する一台の馬車」があった。このように考える
と Gaspardによって侯爵の「胸に突き立てられたJ('Driven home into 
the heart' (p. 12) ナイフとあの言葉には， Gaspardだけでなく， I馬車」
と「剣」によって死んで行った姉弟，そして Manetteの恨みまでもが込
められていたとも言えるのである。付言するなら， Manetteの事件は「石
化」によっても，墓地へ運ばれた他の二様の石と結ぼれている。墓場へ送
られた経験を持つこの第三の人物も，やがて Darney再逮捕を目の当り
にして「石像のように硬直J(‘turned into stone as if he were a stature' 
(p.277))する運命にあるからだ。
以上で Gaspardの呪いの言葉は，イギリスの路上におけるその完壁な
パロディを通して，自然に次章の彼の処刑へと引き継がれることが明らか
になったが，作者はさらに入念にこの章にも，もう一つの‘drivehim to 
the tomb'を用意していた。‘driveCCly J slowly to his tomb'を「実行」
したのが Jerryならば，続いて道路人夫は，彼が「寂しい道」で見かけ
「二都物語Jの“TheHonest Tradesman" (I， XIV)におけるパロデイカルな反復につL、て 47 
た，兵士に引き立てられる Gaspardの様子を，彼に「扮して」次のよう
に物語っている。
‘“Come on!" says the chief of that company， pointing to the vi1age， 
“bring him fast to his tomb!" and they bring him faster. ・・….Because he is 
lame， and consequent1y slow， they drive him with their guns--like this!' 
(p. 161) 
「早く墓場へ連れて来L、J(‘bring him fast to his tomb')とは恐らく
Gaspard の呪いの言葉を彼自身に当て付けたものだろう。ここでは
‘drive'が‘bring'に置き換えられ，それは後に Manetteによって用いら
れる言葉となることは先に触れた通りである。‘histomb'も直接的には，
これから入れられる牢を指している点でも Manetteの場合に等しい。と
ころが Manetteの言葉と違う点は彼の‘bring' が「馬車で送る」の
‘drive'に置き換えられた一方，この場合はそれが不可能であることだ。
貴族の象徴でもある馬車は Gaspardとは無縁であり，当然、，彼は徒歩で
牢獄へ向かわなければならなL、c しかし，徒歩で足を傷めているが故に
‘slow'なこの「墓場への行進」の最も皮肉な点は， I遅L、」がために彼が
「追わJ(‘drive')れ，道路人夫の目には‘bringhim fast to his tomb'が，
仮に言葉にすれば‘drivehim slowly to his tomb'として現出しているこ
とである。 Gaspardは一端 Jerryによってパロディ化された形て、彼の呪
いの「言葉」の償いをしなければならなかった。その「文字」通りの償い
方を我々は道路人夫を通してまざまざと見せつけられている。
以上で Cruncher親子は墓地への‘driving'，Gaspardのイメージ，石化
のメタファを重層的に再現しながら，この小説が爆発寸前に最も熱を帯び
た所一一バスチーユ襲撃前のフランス人民の想念とロンドンの若者達の熱
愛が今にも燃え上がろうとする時にロンドンに居ながらにしてフランスの
見事なパロディを演じることで，単なる‘comicrelief'以上の効果を上げ
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て物語の中央を堅牢に支えていることを明らかにしたつもりである。最後
に， Jerryの「葬送」の重要性は作品中央部における，読者の意識の下に
働きかけた場面転換への貢献に留まらないことを付け加えておきたい こ
のエピソードが結末近くに出て来る Manetteの手記とも深く結びついて
いたことは既に述べた通りであるし， r偽装葬儀J(‘mock-funeral' (p. 
212))という点ではフランスにおける oldFoulonの葬儀とも一致するよ
うに，このエピソードとの関連性は随所に見出される。断頭台に荷車で運
ばれる Cartonでさえも街頭の見世物となりながら，ゆっくり墓地へと向
っていると言えるのだ。 Lorry氏による救出の‘driving'に始まり，終っ
たこの物語は，クロノロジカルに見れば Dr.Manetteの墓場への‘driv-
ing'に始まり Cartonの同様の‘driving'で終ったと考えることもできる。
ただ， Cartonは例外的に，墓場への道を自ら選び取ることによって「石
化」を免れているO 刑場へ運ばれる時，彼は既に，精神的にはセーヌ川に
呑まれる一つの渦に同化していた。彼の墓場への‘driving'があって始め
て Lorry氏の救出の‘driving'が成立することが，彼の精神を昇華させず
にはおかない。人を欺く死体という点に関して， Darnayになりすました
Cartonの死体ほど，この欺臓を欺臓のためとしてではなく，公然、と行っ
ているものはない。 Jerryの加わった珍妙な 'mock-funeral'の一方で，
命の代わりに石ではなくもう一つの命を置いた， Cartonの荷車による葬
送こそ，最も美しい‘mock-funeral'だったのではないだろうか。
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